
学校番号 ３０５ 

令和２年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ３ 

第３学年 

（芸能文科

科） 

Vivid English Communication Ⅲ  

Vivid English Communication ⅢWORK&DRILL 

Vivid English Communication Ⅲ本文完成ノート 

SYSTEM システム英単語改定新版 
 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語を通じて積極的にミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、情報や考えなどを

理解したり伝えたりする能力をさらに伸ばし、社会生活において活用できることを目指す授業です。聞

いたり読んだりしたことを基に情報や考え等について話したり書いたりする言語活動を多く行います。

間違うことも含め積極的な参加を期待します。恐れず、恥ずかしがらず、発言して下さい。授業では習

った表現を普段の生活のどの場面で使えるかを考え、また普段の生活でも「これを英語でどう言うか」

を考える習慣を身に付けましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（４単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 

学習到達目
標 

科目・評価 学習到達目標 
科目・評

価 

◆自分のことや

身の回りのこと

について簡単な

紹介や説明を求

められても、即

興で適切に応答

することができ

る。 

◇簡単な語や表

現を使って、互

いの意見交換

（賛成か反対

か、どう思って

いるかなど）を

することができ

る。 

コミュニケ

ーション英

語Ⅲ 

・授業観察 

・音読テス

ト 

 

英語表現Ⅱ 

・授業観察 

◆身近な話題

に関して説明

をし、自分の意

見をつなぎの

語やフレーズ

を活用して、ま

とまりのある

段落をひとつ

書くことがで

きる。 

◆慣れ親しん

だ語や表現を

用いて、物事の

手順を筋道立

てて書くこと

ができる。 

 

コミュニケ

ーション英

語Ⅲ 

・定期考査 

・ライティ

ング課題 

 

英語表現Ⅱ 

・ライティ

ング課題 

・小テスト 

・定期考査 

・ワークシ

ー ト 

 

 

◇自然な速さ

で話される観

光地での説明

やガイドなど

のアナウンス

を聞いて、大

切なポイント

をもらさず概

要を把握する

ことができ

る。 

◇はっきり話

されれば身近

なトピックに

ついての短い

ニュースの要

点を聞き取る

ことができ

る。 

 

コミュニケー

ション英語Ⅲ 

・授業観察 

・リスニング

テスト 

 

 

英語表現Ⅱ 

・リスニング

テスト 

◇小説などを

読み、背景を踏

まえ事実関係

だけでなく、登

場人物の気持

ちなどを把握

し、気持ちに応

じて適切な速

度や声の調子

で音読するこ

とができる。 

◇やさしい英

語で書かれた

物語を読み切

り、全体の筋を

理解すること

ができる。 

コミュニケ

ーション英

語Ⅲ 

・定期考査 

・授業観察 

 

 

英語表現Ⅱ 

・定期考査 

 

 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 
関心・意欲・態度 

外国語表現の能力 外国語理解の能力 
言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

持ち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施． 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施． 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 12 時間) 

Lesson1 Happy 
Nations 

コスタリ
カとブー
タンの例
から，幸
福を測る
指標につ
いて 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

幸福であるとはどういう

ことか，自ら考えること

ができる。 

ワークシートを利用し

て、セクションごとに

幸福であるとはどうい

うことかについて対話

をペア・ワークで行

う． 

ペアワークにおい
てお互いに協力し
て活動することが
できる。 

ペアでの言語活
動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

自分に幸福を感じさ

せるものや日本国民

を幸せにするための

アイディアを発表で

きる。 

ワークシートを利用し

て、セクションごとに

幸福であるとはどうい

うことかについて例示

する表現を用いて簡潔

な説明文を書く． 

自分にとって幸福

であるとはどうい

うことかについて

紹介することがで

きる。 

ワークシートを
提出させ、その
内容を取組状況
の判断材料とし
て活用する。 

「外国語理解の能力」 

動詞＋have＋過去
分詞，独立不定詞
を理解し，文を作
ることができる。 

本文中で用いられ
ている意味や用法
を確認する。 

本文中で用いら
れている意味や
用法を理解し文
を作ることがで
きる 

定期考査の筆記
テストにおい
て、内容を問う
出題により、理
解ができている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

コスタリカとブータ

ンの例から，幸福を

測る指標について読

み取ることができ

る。 

関連した画像などを見

ながら、幸福であると

はどういうことかにつ

いて読み、その内容を

理解する。 

本文の内容から、

幸福を測る指標に

ついて読み取るこ

とができる 

定期考査の筆記
テストにおい
て、知識が身に
ついているか判
断する。 

Lesson ２ 

( 12 時間) 

“Gamification”: 

Games May Save 

the World 

 

「ゲーミフ
ィケーショ
ン」の理論
と，私たち
の生活にお
け る 活 用
例。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

「ゲーミフィケーショ

ン」の理論と，それが私

たちの生活に活用されて

いる例を読み取る。 

「ゲーミフィケーショ

ン」の理論と，私たち

の生活における活用例

についての対話をペ

ア・ワークで行う。 

ペアワークにおい
てお互いに協力し
て活動することが
できる。 

ペアでの言語活
動を観察する。 

「外国語表現の能力」 

オンラインゲームや

節電方法について

発表させる。 

 

オンラインゲームや節

電方法について簡潔な

説明文を書く。 

作成した説明文を

用いて、クラスメ

イトを惹きつける

発表を行うことが

できる。 

ワークシートの内

容および発表の様

子を採点し判断材

料とする 

「外国語理解の能力」 

省略，無生物主語を

理解し，文を作るこ

とができる。 

文法事項の本文中の当

該箇所を取り出して説

明し他の例文も示し、

理解を深めさせる。 

本文中で用いられ

ている意味や用法

を理解し文を作る

ことができる。 

定期考査の筆記
テストにおい
て、内容を問う
出題により、理
解ができている
かを判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

「ゲーミフィケー
ション」がもたら
す効果や，今後ど
のような分野に応
用されうるかにつ
いて自ら考えさせ
る。 

関連した画像など
を見ながら、「ゲー
ミフィケーショ
ン」の効果や今後
の応用について読
み、その内容を理
解する。 

本文の内容か
ら、「ゲーミフィ
ケーション」の
効果や今後の応
用について読み
取ることができ
る。 
 

定期考査の筆記
テストにおい
て、知識が身に
ついているか判
断する。 

 



 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( 12 時間) 

Spider 

Silk Spun 

into 

Violin 

Strings 

 

クモの糸で
できた弦が
使われたバ
イオリンの
特徴につい
て 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

クモの糸でできた弦 
が使われたバイオリ 
ンの特徴について読 
み取る。 

クモの糸でできた弦
が使われたバイオリ
ンの特徴についての
表現を用いた対話を
ペア・ワークで行
う。 

ペアワークにおい
てお互いに協力し
て活動することが
できる。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

クモの巣と楽器につ
いて発表できる。 

クモの巣と楽器につ
いて本文中の表現を
用いて簡潔な説明文
を書く。 

作成した説明文を
用いて、クラスメ
イトを惹きつける
発表を行うことが
できる。 

ワークシートの内
容および発表の様
子を採点し判断材
料とする。 

「外国語理解の能力」 

本文の内容からクモ
の糸のもつ可能性に
ついて理解できる。 

関連した画像などを
見ながら、クモの糸
のもつ可能性につい
て読み理解する 

本文の内容から、
クモの糸のもつ可
能性について読み
取ることができ
る。 
 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容を問う出題によ
り、理解ができて
いるかを判断す
る。 
 

「言語や文化についての知識・理解」 

代動詞，部分否定を
理解し，文を作るこ
とができる。 

本文中に用いられて
いる語彙の意味や用
法を確認する。 

本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解し、またこ
れらを用いて文を
作ることができ
る。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知
識の定着や理解度
を判断する。 

Lesson ４ 

( 12 時間) 

 Can 
Cellphone 
Recycling 
Help 
African 
Gorillas? 

携帯電話の
リサイクル
がコンゴの
ゴリラとど
のような関
わりがある
か。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

物や環境を守る取り組
みについて自ら考え
る。 

生物や環境を守る取
り組みについての表
現を用いた対話をペ
ア・ワークで行う。 

ペアワークにおい
てお互いに協力し
て活動することが
できる。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

リサイクル製品や絶
滅の危機に瀕した動
物について発表でき
る。 

リサイクル製品や絶
滅の危機に瀕した動
物について本文中の
表現を用いて簡潔な
説明文を書く。 

作成した説明文を用

いて、クラスメイト

を惹きつける発表を

行うことができる。 

ワークシートの内容

および発表の様子を

採点し判断材料とす

る。 

「外国語理解の能力」 

携帯電話のリサイク
ルがコンゴのゴリラ
とどのような関わり
があるかを読み取
る。 

連した画像などを見な

がら、携帯電話のリサ

イクルがコンゴのゴリ

ラとどのような関わり

があるかについて読み

理解する。 

本文の内容から、携

帯電話のリサイクル

がコンゴのゴリラと

どのような関わりが

あるかについて読み

取ることができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容を問う出題によ
り、理解ができて
いるか判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

It is said that …，

比較級＋and＋比較級

を理解し，文を作るこ

とができる。 

文法事項の本文中の当

該箇所を取り出して説

明し他の例文も示し、

理解を深めさせる。 

本文中で用いられて

いる意味や用法を理

解し、またこれらを

用いて文を作ること

ができる。 

定期考査の筆記テス

トにおいて、知識の

定着や理解度を判断

する 

 

 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( 12 時間) 

Gagaku, 
the Music 
of the 
Universe 

東儀秀樹さ
んの雅楽と
日本文化に
ついての考
え方 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

自国の文化に対する
理解を深め，雅楽の
魅力について考え
る。 

東儀秀樹さんの雅楽と

日本文化についての考

え方についての対話を

ペア・ワークで行う。 

自国の文化に対して

深く理解し、雅楽の

魅力に関心を持ち、

意欲を態度として示

している。 

ワークシートを提
出させ、その内容
を取組状況の判断
材料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

日本の伝統音楽や伝
統芸能について発表
する。 

日本の伝統音楽や伝
統芸能について本文
中の表現を用いて簡
潔な説明文を書く。 

作成した説明文を
用いて、クラスメ
イトを惹きつける
発表を行うことが
できる。 

ワークシートの内容

および発表の様子を

採点し判断材料とす

る。 

「外国語理解の能力」 

東儀秀樹さんの雅楽
と日本文化について
の考え方を読み取
る。 

関連した画像・動画
などを見ながら、東
儀秀樹さんの雅楽と
日本文化についての
考え方について読み
理解する。 

・海外の人と理解
し合うためにはボ
ディー・ランゲー
ジを学ぶことが大
切であると理解す
る。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容理解を問う出題
により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・ボディー・ランゲ
ージは国や文化によ
って違うことを理解
し、単語・構文・文
法を覚える。 

本文中に用いられて
いる意味や用法を理
解する。 

東儀秀樹さんの雅
楽と日本文化につ
いての考え方につ
いて読み取ること
ができる。 

定期考査の筆記テス

トにおいて、内容を

問う出題により、理

解ができているかを

判断する。 

Lesson ６ 

( 12 時間) 

Etymology: 
Wonders of 
Words 

英単語の語
源や語義変
化について 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英単語の語源や語義変
化について考える。 

英単語の語源や語義変

化についての対話をペ

ア・ワークで行う。 

英単語の語源や語義

変化に対して深く理

解し、関心を持ち、

意欲を態度として示

している。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「外国語表現の能力」 

英単語に関して自分
のもっている知識を
発表する。 

英単語に関して自分
のもっている知識に
ついて本文中の表現
を用いて簡潔な説明
文を書。 

作成した説明文を
用いて、クラスメ
イトを惹きつける
発表を行うことが
できる。 

ワークシートの内
容および発表の様
子を採点し判断材
料とする。 

「外国語理解の能力」 

語の歴史や起源につ
いて読み取り理解す
る。 

関連した画像・動画
などを見ながら、英
単語の語源や語義変
化について読み理解
する。 

本文の内容から、
英単語の語源や語
義変化について読
み取ることができ
る。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内
容を問う出題によ
り、理解ができて
いるか判断する。 
 

「言語や文化についての知識・理解」 

文修飾副詞，準否定
語を理解し，文を作
ることができる。 

文法事項の本文中の
当該箇所を取り出し
て説明し他の例文も
示し、理解を深めさ
せる。 

本文中で用いられ
ている意味や用法
を理解し、またこ
れらを用いて文を
作ることができ
る。 

定期考査の筆記テス

トにおいて、知識の

定着や理解度を判断

する。 

 

 

 

 


